







































































































































































































































































































































SEの教育方法 実　績　値 本研究の提案モデル 基本モデル
メーカー講習会 0，268 0，198 0，195
O　　　J　　　T 0，430 0，477 0，497
外部有料講習会 0，143 0，ll2 0，101
社内講習会 0，070 0，077 0，066
自己学習の促進 0，070 0，077 0，076
部署内の勉強会 0，020 0，059 0，066
実績値との相関係数 0，962 0，951
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に活用していないことによるものではないかと思われる。逆の視点からいえば，本研究の提案モ
デルの方がそれぞれの証拠を有効に活用しているということになろう。
　以上のことをふまえると，人間や組織の意思決定を捉える際に，偶然性に関するあいまいさの
みならず，漠然性に関するあいまいさを考慮した「ファジィ・エントロピー」が有力な指標とな
ることが理解される。また，与えられた証拠のみでは結論を得るための情報として不十分であっ
たとしても，こうした「拡大推論」に対して「ファジィ・エントロピー最大化」という基準のも
とで証拠を有効に活用しうること，そしてその証拠が一つの場合よりも複数の場合の方が，人間
や組織の意思決定という現実に対して，より接近しうることが示唆される。そういった意味で，
本研究の提案モデルは，人間や組織の選択確率に対して，複数の証拠が与えられている場合の拡
大推論を展開する際に，有力な選択肢の一つとなりうるものであろう。
7．おわりに
　本研究では，筆者が先行研究［9］，［10］で提案した「ファジィ・エントロピー最大化基準に基
づく選択確率推定モデル」（基本モデル）における単一の「証拠」を，複数（n個）の「証拠」
が与えられた場合のモデルへと拡張することを試みた。そのために，これら複数の証拠（ファジィ
事象の確率）を制約としてファジィ・エントロピーを最大化するような選択確率を推定するため
の新たなエントロピー・モデルを提案した。提案モデルは，ファジィ・エントロピー最大化とい
う目的関数に対して，ラグランジュの未定乗数法を導入し，上記のような複数（n個）のファジィ
事象の確率と，確率の和が1であるという制約を組み込んで選択確率（解）を推定するものであ
る。
　さらに，本研究の提案モデルの適用例として，SEの教育方法（メーカー講習会，　OJT，外部
有料講習会等［16］）の分析を行い，選択確率の実績値に対する，本研究の提案モデルと基本モデ
ルのフィットネスを比較・検討した。その結果，本研究の提案モデルから得られた選択確率は基
本モデルに比較して，実際の選択確率に近づいた値が得られ，人間や組織の意思決定におけるあ
いまいさの二面性（偶然性と偶然性），および複数の「証拠」を活用することの有効性を確認す’
ることができた。
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